　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年4月2４日

東京都小笠原支庁土木課　御中

小笠原村父島字西町

香川アパート１０１

　大久保　健一

２－３２２８

父島大村地区都道リフォーム事業完成を見ての要望書
拝啓　新緑の候、ますますご清栄の事とお慶び申し上げます。

さて、当事業においては、村民として新しい道路ができる事を喜ばしく、たいへん期待していたところですが、西町地区側の完成形を見ましてユニバーサルデザインやバリアフリーの上で大変に問題がある箇所がありますので改めて要望いたします。昨年10月30日付の計画段階で要望していたものの、その趣旨が取り入れられずに問題がある完成になってしまったことは不本意な限りです。それを踏まえ、特に下記事項について早急に改善していただきたくお願い申し上げます。
1. 歩道部分の舗装（交差部以外）は仕上がりの路面に凹凸が多く、細かい砂利が正面に付着しているので車椅子やベビーカーなど車輪のある歩行者は振動がひどく、走行の障害になっています。悪天候時などは車輪がとられて操作が不能になってしまい大変危険な歩道です。交差部のようなタイル張りとか通常の平坦なアスファルト舗装に改善してください。現在の路面のままでは島内で一番走行が大変な歩道となっており歩行者の事故も起きかねません。
2. 横からの道路との交差部にある内側の植樹帯について、カーブして進入するときに障害になり車椅子などが脱輪してしまうので、植樹帯を交差部からずらしてください。交差部から１０ｃｍ程度内側に植樹帯をなくしてもらいたいと思います。そうしないと、自動車が平行に走っているときなどは植樹帯に脱輪しやすくなっています。安全上でも改善して欲しいと思います。
3. バス停にある点字警告ブロックが舗装の色と同系色の灰色となっていますが、色弱や色盲また弱視の障害者は識別できず、効果がありません。点字ブロックでスタンダードな黄色に改善してください。灰色の点字ブロックでは役立つ人が非常に限られてしまいます。点字ブロックが黄色ということは国や都の基準などでも謳われていることです。
4. 役場前の工事完了地点との継ぎ目が大きな段差になっていますが、ここも車椅子などが通ると衝撃が大きいので平坦又はなだらかなスロープとしてください。工事進行時に改良するのかもしれませんが、現状で大変危険な状態なので早急な改善が望まれます。
5. いずれにしても計画時から問題が解決されずに完成してしまったので、今後は道路ユーザーの意見を参画させながら早急に問題箇所を改善していただきたいと思います。
